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学習指導要領におけるセクシュアリティの解釈と歴史(1)

一高等学校の教科横断的なカリキュラムづくりをめざしてー

松尾 由希子*

History of the Interpretation of Sexuality in the National curriculum in J apan 

(1) : 
Most Aiming at the formation of the cross-curriculum teaching at high school level 

Yukiko Matsuo 

Abstract 

The purpose of this paper is to suggest the History of the lnterpretation of Sexuality in the National 

curriculum in Japan since the postwar. 1 especially focus on the curriculum of Health and Physical 

Education， Home Economics， and Special Activities. Sexuality has a variety of interpretation; sex， 

gender identity， gender， and sexual orientation. However， 1 revealed that in the National curriculum of 

three subjects， polymo叩hous sexualities are regarded as typical sexual-majority and man嶋woman

dualism. 
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はじめ に

本稿 の 目 的は、 戦後以降の学習指導要 領 を 題材に、
性に関 す る 解釈及びそ の変遷の特徴 を 示 す こ と に あ る 。

性は、 体 の'性、 心 、の11、 ジェン ダ 一 、 性的指向な ど
から構成 さ れ ている。 教科書や学習指導要領 な どの明
示的 な カ リ キ ュ ラ ム ( 以降、 カ リ キ ュ ラ ム と 記す)に
表 れ る ジ ェ ン ダ ー に ついては、 研究が積み重ねられ、
性別役 割描写や男女 を表現す る言葉の違いな どが指摘
さ れ て い る l 。 一方で= 、 カ リ キ ュ ラ ム に お け る ジ ェ ン

ダー 以外の性に関す る 体系的 な研究は ほ と ん ど行 な わ
れ てい ないら そ こ で 、 本稿では ジ ェ ン ダ ー を 含 む、
体の性、 心の性、 性的指向 にも着目 し 、 これらの性が

学習指導要領 と い う カ リキ ュ ラ ム の 中で と の よ う に と
ら え ら れ 、 教 え られ て きた の か 、 そ の特徴 を 歴史的に
検討す る 。

文部科学省は、 2015 年 4 月 に 「性同一性障害，に係
る 児童 生徒に対 す る きめ細や か な 対応の 実施等につい
て (通知) J を 出した。 小学校から 高等学校等に対 し
て、 性向 ィi生障害 な ど性的マイ ノ リ テ イ の 児童生徒へ
の相談体制づ く り を 要請したものであ る 。 tJ:.のあ り 方
は多様で あ る と いわ れ る が、 男 ま たは 女 の 体 を持 ち 、
体の性 と 心の性が一致し、 異性 を 好きに な る 人がほ と
ん どで あ る 。 し かし、 こ の よ う な典型的 な性のあり方
に あ ては ま ら ない人も存在し 、 性的マイ ノ リ テ ィ と 称、
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さ れ てい る 人 201 5 年 の 通知にも記 さ れ てい る よ う に、
性的マイ ノ リ テイの児童生徒 を めぐ る 状況 と し て、 い
じ め被害 の 多 さ 4や自殺未遂率の 高 さ 5 な どが指摘 さ れ
て お り 、 早急 な 対策が求めら れ てい る “ 通知が要請す
る よ う に相談体制 の整備も重要であ る が、 同 時に学校
で性について どの よ う に教 え てい く か、 と い う 性教育
も対策の l つ と し て考 え ら れ る だ ろ う 。 性の学習に
よ っ て、 性的マ イ ノ リ テ ィ の 児童生徒は自分の存在に
ついて 考 え 、 非当 事者は性的マイ ノ リ テ イ への 理解 を
深めら れ る)可能性もあ る 。 実際、 201 2 年 2月l 日 に
当事者や支援者の団体 「日本性 同一性障害 と 共に生き
る 人 々 」 から文部科学大臣宛に出 さ れた 「性riiJ一性障
害の 児童生徒への対応に関 す る 要望書」 には、 児童生
徒へ性同ー性障害に関す る 知識 を 教 え て ほ しい と の 要
望があり、 学習指導要領への記載も期待 さ れ ているG
本稿が課題 と す る 学習指導要領にお け る 性の解釈を!歴
史 的に検討す る こ と は、 今日の課題 を提示す る こ と に
もつ な が り 、 今後 の カ リ キ ュ ラ ム を 考 え ていく う えで
有効であ ろ う っ

題材 と し て 、 昭和 24 年度から平成 20年度 ま での高
等学校の 「学習指導要領 (試案 ) J (以降 、 「試案」
と 記す ) 、 「学習 指導要領Jb ( 以降、 「指導要領j
と 記 す)、 『 高 等学校学習 指 導 要 領 解説J ( 以降 、
『解説j と 記す ) を用い る 。 以降、 学習指導要領 と 記

し た場合、 「試案J I指導要領J r解説』 を含むも の
と す る つ 今 日 の 「指導要領」は丈部科学省が告示す る
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カ リキ ュ ラ ム の基準であ り 、 教科書 を 採択する際 の 基
準に なる。 た だ し 、 昭和 22年度 か ら 昭和28 年度 ま で
は 「試案J で あり、 カ リ キュ ラ ム の補助的 な 位置づけ
にあ っ た。 昭和33年度 に 小学校 と 中学校 の 、 昭和3 5
年度に高等学校の「指導要領j が告示 さ れ、 以 降 「指
導要領」は カ リ キ ュ ラ ムの基準 と いう位置づけになり、
法的拘束力 を有する と もい わ れ て いる70 本稿で対 象
と する学校種 は 、 高 等学校で、ある。 今後、 他の学校積
につ い ても検討 し て いくc ま た、 対 象 と する教科科 目
と し て 、 「 家 庭 J 、 「保健体育j 、 「特別 活動J 8 を
取 り 上げる。 こ の 3 つ の 「指導 要領J (1 試案J 含
む ) や 『解説J に は 、 複数の種類の性の 記述が継続し
て 記 さ れ て おり 、 変遷 を 検討するための恰好の題材で
ある。 教科及び科目 名 は 「家庭j の よ う に、 括弧 と と
もに表記する こ と と する。

l 性の多様性と学校をとりまく状況

(1 ) 性の 多様性 と 性的マイノ リ テ イ
人 間 の性の主 な構成要素 は①イ本の性、 ② ジ ェ ンダ一、

③性 自 認 、 ③性的指向 と い わ れる九 こ こ で は、 4 つ
の性 と 性的 マイノリテ ィ に つ い て 整理する100
①体の性 (身体的 な性、 生物学的 な性な ど)

体の性 は 、 主に性腺(精巣 、 卵巣)、 内性器、 外性
器、 第 2次性徴の 4 つ に 分 けられるlio ほ と んとの 人
が、 こ の 4 っ と も男性型 ま た は女性耳� に そ ろ っ て いるc

一方で、、 全 て が男性型 ま た は女性型 に そ ろ わ な い 人
もいる。 この よ う に体の性は 男 と 女以外 に 、 不確定 と
いう状況も ある。 典型 的 な 男女の休に 当 て は ま ら な い
人 は、 性分化疾患 (イン タ ー セッ ク ス な ど と も呼 ばれ
る) と 診断 さ れ 、 約 2 0 0 0人 にl人いる と も い わ れる
に体の性 は 外側 だ けで は わ から な い こ と も あり、 不
妊治療や性別 違和で病院 を訪れた|祭に発見 さ れる こ と
も ある と いう110
② ジ ェン ダ ー (社会的 ・ 文 化的 な性な ど)

シェ ン ダ ー は、 社会的 ・文 化 的 に注入 さ れ た性 と も
い わ れる。 藤 田 由 美子氏及び河野銀子氏 は 「社会や文
化に よ っ て規定 さ れる 『女らし さ 、 男ら し さ j に限定
さ れず 、 身 体も含む『女』 と 『 男 』 の ありょ う が、 社
会 ・ 文化 ・ 歴史 と の か か わ り で構成 さ れ て いる こ と を
包括 する概念j と 定義 し て いる140 ジ ェン ダ ー研究の
成果 は社会学 を 中 心 に積み重ねられ、 学校教育につ い
ても、 明示的な カ リ キ ュラムや隠れ た カ リキ ュ ラ ム に
潜む ジ ェ ン ダ ー の 存在が指摘 さ れ てき た 150
包)心の性(性 自 認 な ど)

自らの性の認識である。 麻生 一枝氏 は、 子 どもが 自
らの性 を 認識 する過程 に つ い て 、 自 分 と 「男の子j と
呼 ばれる グル ー プ 、 「女の子j と 呼 ばれる グループ と
の 「類似性 ・ 非類似性 を 通して、 『 自 分 は 男である』

『 自 分は女で ある』 と いう意識 (心の'性) を 確立 し て
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い く J l li と 述べる。 多 く の 人 が意識せずに こ の過程 を
通過 し成長 し 、 体の性 と 心の性も A致し て いる。

ー方で、 心 の性が男 ・ 女の い ず れ かに決 ま っ て い な
い 人も存在するο そ の 人 た ち は X ジ ェ ンダー な ど と い
わ れ 、 間性 ( 男 性 ・ 女性の どちらでも あ る) 、 中性
(男性 ・ 女性の 間 ) 、 無性 ( 男 性 ・ 女性 ど ち らでも な
し、) と いう状態に あるに ま た、 体の性 と 心 の性が-­
致 し な い 人も 存在 し、 性向 ー性障筈 ( ト ラ ン ス ジェ ン
ダ ー な ど) と い わ れる18。 諸外国の統計 な ど から、 日
本では 2200� 7000 人 く らい 存在する と 推測 さ れ て い
るが正確 な 数は わ から なし、190
(主〕性的指向 (好きに なる性、 性愛 の方向性 な ど)

多 く の 人 は、 心の性 と 異 なる性 ( 男 性 ま たは女性)
を性愛の対 象 と する異性愛者で あるω

一万で、 異性愛者以外も存在する。 性愛の 対 象が向
性に向 く 人 を同性愛者、 男性女性の 両性に向 く 人 を 両
性愛者、 全 て の性に向く人 を パ ンセ ク シ ュアル ( 全性
愛者) 20 と いう。 ま た、 性愛の 対 象 を持 た な い 人 を A
ゼ ク シ ュ アル と いう21、

以 上、 性の種類や性的マイ ノ リテ ィ につ い て か ん た
んに整理 し たv こ の よ うに性の あり方 は 多 様 だ が、 多
く の 人 は 、 体の性は男 ま た は女に分か れ、 心 の 性 は 体
の性 と ー致 し 、 性的指向 は心の性 と は異なる性(男 ま
たは女)に向く と いうあり方で あるc しか し 、 こ の 典
型的な性の あり方にあ て は ま ら な い、 い わゆる性的マ
イ ノ リテ ィ と い わ れる 人 々 も存在 する。 例え ば 、 体の
性が典型的 な 男 ま た は女 と わ け ら れ な いイン タ ーセッ
ク ス 22、 体の性 と 心 の性が A致 し な い性向~性障害、
心 の性が男 ま た は女に決 ま ってい な い X ジ ェ ンダ ー
性的指向が同性に向 く 同性愛者、 向性に向 く 同性愛者、
全 て の性に向くパン セ ク シ ュアル 、 性的指向 が な いA
セ ク シ ュ アル な どが存在するυ しかし 、 こ れら の 人 た
ち も 多 様 な性の あり方の一例にすぎず、 性の あり か た
は宇夏事監でグ ラ テ 。ー シ ョンである。

(2) 性的マイ ノ リテ ィの児童 生徒に対する文部科学
省の安勢

「 は じ めに」に記し た よ う に 文 部 科学省 は、 2015
年に 4 月 30日に通知 を 出 し た が、 すでに 20 10年 4月
23日にも 「児童生徒が抱える問題に対 し て の 教 育相
談 の徹底につ い て ( 通知) J を 教育委員会等に出 し て、
性向 性障害 の 児童生徒への対 応 を 進めて い こ う と し
た 。 詳 し い趣旨やその後の状況につ い て は、 すでに整
理 し て いる ため参照 さ れ たl そ の 後、 文部科学省
は 2014 年 6 月 1 3 日 に「学校に お ける性同一性障害に
係る対応に関 する状況調査.1 ( 調 査時期は 201 3 年 4
月 から 12月。 調査対象は小学校から高等学校 ) の結
果 、 6 06件の 報告があ っ た こ と を 公表 し たヘ ー~・番 多
い 学校 種 は 高 等学校 ( 6 6. 5% )で 、 次 い で中学 校

(1 8. 2% ) に なる。 制限着用や ト イ レ の使用 な ど 「特
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別 な配慮lにつ い ては、 約 6割の 学校で実施 し て い たO
2 010 年 の通知 、 2 0 1 4 年 の実態調査の対象は性向 一性
降客の児童生徒に限られていたが、 20日年の通知lで

は性同 A性障害以外の性的マ イ ノ リ テ イ の児童生徒 ま
で視野 を広げたとい う 点では画期 的 な こ と で あ る 。 し
かし、 通知には性同一性障害以外の性的マイ ノ リ テ イ
に関す る 具体的 な説明が なく、 学校で の 現実的 な 対応
への懸念 も 残 る c

2 r保健体育Jの学習指導要領にみる 性

t�_記し た よ う に、 性 の あ り 方は 多様であ る む カ リ
キ ュ ラ ム の 中で、 性は ど の よ う に規定 さ れ てき た の か。
日 本 の カ リキ ュ ラ ム の 基準 を 示 す 「指導要領J ( r試
案」 含む ) とそ れ を 具体 的 に 解釈す る 『解説』 を用い
て、 戦 後以降 の カ リ キ ュ ラ ム に お け る性の 特徴 に つ い
て 考察す る 。 以降、 「試案J、 「指導要領j 、 『 解
説』 の 言葉や文章に日!く傍線部は、 著者が性 に 関 わ る
と 判断してヲ| い た部分で あ る 。

こ こ では、 「保健体育」 に つい て取 り 上 げ る 。 í保
健体育」は、 保健体育 ( 以降 、 保健 と 記 す ) と 体育 の
領域から な る。

( 1 ) 昭和26 年度及び 31 年度 「試案」 に み る性の特
徴

昭和26 年 度2'> と 3 1 年度の 「試案j を 用い る 。 そ の
主 な 特徴 を3点に ま と めた。
会身体の発達の性差

体育の領域で身長、 体重、 筋力、 持久力、 運動能力

の特徴につ い て、 男 子 と 女子 に 分 け て 説 明 し てい る 。
①種目にお け る 性差

体育 の 領域で説 明 さ れ る 。 例 え ば 、 昭和 3 1 年度で
は男子の種目として柔道、 す も う 、 フォー ク ダ ン ス を
あ げ、 女 子 の 種目 と して ダ ン ス を あげ た。 1 ダ ン ス は
女子に好 ま し い運動種目 と し て 特 別 に 比率 を 示し…
…Jと記 さ れ て い る。 こ の よ う に 、 男 女 と い う 性に
よ っ て 種目 を 分 け て い た。 ま た、 昭和 26 年度は 「女
子の特性」 を 考慮 す る と 学校外で 行 な う よ り も 校 内競
技に重点 を お い た ほ う がし、 い と し て、 実施す る 場所に
も 男 女で判断し て い る つ

@指導にお け る 性差
昭和26 年度には卜… ・地域 ・ 性 ・ 個人差 ま たは施

設 な ど の程度に応 じ て 指導す る 場合、 考慮 し な け れ ば
ならない問題がし、 ろ い ろ あ る が、 ……j と あ る よ う に、
地域差や個 人差と と も に性差 も 指導の基準 と し た 3 昭
和 3 1 年 度 も 、 保 健 の 「 高 等学校生徒 の 生活 と 性問
題J を 指導 す る 際、 「男女の性別 を 考慮 し て、 慎重に
指j募す る こ と j と し ているc

(2 ) 昭和 3 5 年 度 から平成2 0 年 度 の 「指導要領j に
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み る 性の特徴
昭和 3 5 年 度 、 何 年度 、 53 年度、 平成 元 年 度、 1 0

年度、 18年度、 20年度の「指導要領」を用いるο そ

の主 な 特徴 を 6 点に ま と めたり
①種目にお ける性差

昭和 3 5 年 度 から 53 年度の 体育で記 さ れ る c
例 え ば 、 昭和 35 年度の体育 の 内容は、 格技 ( す も

う 、 柔道、 剣道) は男子 の み行 な い、 陸上競技は 「次
の走 と 跳の運動 のらち ( マ マ ) から、 男 子はそ れ ぞれ

2 種目以上、 女 子はそ れぞれl種目 以 上、 投の運動の
う ち からl種目 以 上 を 選択す る 。 ( 1)走の運動一短
距縦走、 リ レ ー (豆ょ主 ) 、 ヰ1 ・長距離走 ( 男子の
主) 、 持久走(主王2主) 、 障害走」塁二本LJ と い
う よ う に、 男 と 女 と い う 性に よ っ て 種目や種目数が指
定 さ れ て い る 。 種目にお け る 性差 の記述は昭和 53 年
度 の 「指導要領」 ま で続い た が、 平成元 年度以降は な
く なっ た 。 種目 を性で分ける理由につ い ては、 特に説
明 さ れ な い。
②指導 に お ける性差

昭和 3 5 年度から 53 年度 ま で の体育、 昭和 35 年度
の 保健で記 さ れ た。

体育につ い て 、 昭和J 35 年 度 の!指導計菌作成 お よ
び指J草土の留意事項J には 「指導計画の作成や指導に
あ た っ ては、 それぞれの運動の特性、 生徒の 健康状態、
体力、 運動 の経験、 男 女の特性 を考慮 す る と と もに、
施設、 用 具 な ど も 考慮 す る 。 」 と あ る。 昭和 53 年度
には I D (柔道、 剣 道 を 指 す ) に つ い て は 、 主 と し て
男子に指導する も の と しJ íE (ダ ン ス を指す ) につ
い て は、 各学年に お い て主 と し て女子に指 導す る こ
と j とい う よ う に、 指導の基準 と し て生徒 の健康状態
や体力、 経験な ど と と も に性別 も あ っ たc 男 女共通の
種目 と す る パ ス ケ y ト ボ ールで も r [内容の説明 お よ
び取扱上 の留意点J (2 ) 女子には特 別 のル ー ル を 考
慮して指導す る o J ( 昭和 3 1 年 度 ) と あ る 。 ま た 、
①で述べ た よ う に種目 を 男 女で分け て い る こ と も 男 女
別 の 指導につ な がる。

保健につ い て 、 昭和 3 5 年 度 の 「指導計画作成お よ
び指導上の官意事項」で 「 人体の生理、 精神衛 生 、 公
衆衛生 な どの学習にお い ては、 性教育 を 考慮し、 成熟
と 男 女 の性別 、 月経 ・ 妊娠 ・ 出 産 の生理、 結 婚と健康
な どにつ い て 指導 す る 。 こ の学習に当 たっては、 性の
純潔に関 す る 道徳 を 高める こと をねらい と し て、 皇主
の性別 を 考慮 し て 指導す る。 J と あ る 。 身体の発達の
性差、 「性の純潔j とい う 心が ま えにつ い て 男 女にわ
け で 指導し よ う と し た。
さ心身発達の性差

昭和 45 年 度 の 体育 と 保 健に記 さ れ る 。 体 育では
「体力と運動 体力の と ら え 方、 体力 の 発達 と そ の 男

主差、 ……との 関係 を知 り 」 と あ る っ 保 健では1 3 内
容の取り扱しづ の 中でí.. ・ H ・に お い ては 、 性に関 す る
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指導 を 考慮 し、 心身発達 に お ける男女の特性お よ び男
女の相互協力に よ る健 全 な 家庭づくり に つ い て正 しく
理解 す る こ とを 中 心に、 効果的 に取 り 扱 う も のとす
るJ と あり、 心身の発達 に男 女の特性がある こ と を 記
した。し か し 、 昭和3 5年度 と 53 年度以降は記 さ れ な
し、。

④労働に お ける性差
昭和3 5年度 と 4 5年度の保健 に 記 さ れる。 昭和3 5

年 度 の 「労働 と 健康 ・ 安 全j中 に「撞ム主主盟J、 何
年度には 「生活 と 健康j 中 に 「労働 に お ける女性の特
:民」 と あり、 女性 の み が と り あ げられたO し か し、 昭
和 53 年度以降、 労働 に お ける性差 に 関 する記述は な
く な っ た。
⑤異性愛 を前提 と し た内容

全期 間 を 通 じ て、 保健 に お い て異性愛 を前提 と し た
内容に な っ て いる。

平成 1 0 年度以降、 「結 婚生活J r生殖 に 関 する機
能J 26 r異性 を尊重する態度J r性 に 関 する情報 な ど
への適切 な 対処I を つ な げて記す よ う に な っ た。 つ ま
り、 異性への恋愛から 「結 婚J r生殖」 と い う つ な が
り を 示 し て いる。 昭和4 5年度から平成元年 度 ま では

「結 婚J (昭和45年度 「 男 女 の相互協力 に よ る健全
な 家庭づくりJ )と 「性徴 と 性器官の機能.J r生殖器
系 の機能J 27は、 個 々 に取 り 上 げている。
⑤他教科や科 目 と 関連づけた指導

昭和3 5年度 と 平成 元 年 度 以降 に 記 さ れる。
昭和3 5 年 度は、 特に性 に 関 する内容 に限定 し な い

が「理科生物j 、 「社会科倫理 社会j 、 「社会家庭
科」、 「特別教育活動j、 学校行事 を あ げ て いる。 平
成 元年 度以降は、 「科 目 に わたる指導計画の作成 と 内
容の取扱 い J の 中 で体育や健康 に 関する指導 に つ い て、

「特別活動j な ど と 関連づける よ う に すすめて いる。
以上、 昭和3 5年 度 から平成 20年度 ま で の 「指導要

領」 に みる性の特徴は、 4点 に ま と めら れる。 1つは、
全期 間を通 じ て体の性は男と女 に 分かれる こ と を前提
に し ている。 ま た、 「 生殖 に 関 わる機能J につい て も
全期 間 を 通 じ て と り あ げたc 2 つは、 全期 間 を 通 じ て
体の性 と 心 の性の組み 合 わ せ についてはふ れられて い
な い こ と で ある。 3 つは、 近年 に近づく につれて男、
女 と いう性で分けた内容 を 記 さ なくな っ た こ と で ある。
保健で と りあ げら れた職業や心の性差につい ては昭和
53 年 度 以 降に、 体 育 の 種目及び指導の性差は平 成克

年度以降に記 さ れ な く な っ た。 4 つは、 全期 間 を 通 じ
て異性愛 の み を 前提 と し て い る こ と で ある。 平 成1 0
年度以降は、 異性への恋愛感情から 「生殖J に 関する
内容 ま で 関 連づ けて記 さ れる よ う に な った。

(3 ) r解説』にみる性の 特徴
昭和4 5年度28、 昭和53年度"、 平成元年度!o 平成

10年度31、 平 成 20年度32の「指導要領」 の 『解説j を
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用いるっ そ の 主 な 特徴 を 6 点に ま と めた3
①身体の発達の性差

昭和45 年度 の 体育で、 体力 の 発達と男 女差 につい
て、 「指導要領」 と 同 じ よ う に記 さ れ口、 昭和 53 年
度 以降は記述され なくなった。

保健にお ける 「生殖」 の 内孝子は、 全期 間 を 通 じ て記
述 さ れるの 『解説』 は、 「指導要領j よ り詳 しく説明
し たお。 ま た、 「指導要領」 では性 と 関連づ け な か っ
た 内容 を 『解説Jで関連づ ける場合 も ある。 例 え ば、
平成 10年度の 「指導要領」の r (2 ) 生濯 を 通 じる健
康 ア 生涯の各段階にお ける健康Jは、 一見する と 性
と :無関係 で ある よ う にみえるが、 『解説』 では性的 成
熟に伴い、 心理的行動面が変化 し、 こ れに伴 っ て[異
性 を 尊重する態度J が必要にな る こ と 、 「健康 な 結 婚
生活」 につい て 理解する際に 「受精、 妊娠、 出産とそ
れに伴 う 健康問題について理解 できる よ う にする と と
も に……男 女そ れ ぞれの生殖に関 わる機能につい ては
必 要に応 じ 関 連付 けて扱 う 程度 と する。」 と 説 明 する
35 0 
②{、 の 発達 の性差

昭和45 年 度 の 保健の みに記 さ れる。 r指導要領J
には な か っ た が、 『解説j で心 の発達 の性差につい て
説明 した。 例 え ば、 「指導要 領 」 では r (2) 精 神 の
健 康 ア大脳 と 精神機能 (イ) 知能 の 発達 と 性格 の形
成J と の み 記 し たが、 『解説J では 「性格 の形成 では、
性格は どの よ うに し て形成 さ れるか を 気質 と 遺伝、 5号
主O)j主差、 生育環境の際な どから理解 さ せる と と も に、
性格 の類型や性格検査お よ び性格 の 個 人差に も ふれ
るJ ，6 と ある。 性格につ い て、 個 人差と と も に男 、 女
と い う 性差 を と り あ げている。 一方、 「指導要領」で
「 心 身 の 取 り 扱 い に お け る 男 女 の 特 性j と し て
r ( 2 ) 精神の健康 イ欲求 と 適応 ( ア ) 欲求の 種類

と 欲求不満」 を あ げたが、 「解説』 では説明 さ れ な
か っ た。

ま た、 体 と 心の性の関連につ いては、 平成 10 年度
以降の保健に、 「性的成熟に伴 い、 心理的、 行動面が
変化する こ と を 中 心に理解できる よ う にするJ 37 と 、
思春期 の体 と 心 の変化について説明 したが、 体の性 と
心の性の 組み合わせについては全期 間 を 通 じ て 記 さ れ
な い。
①単位数における性差

「家庭j の 女 子必修の影響 で、 男子は昭和 53 年度
の 学官指導 要 領 ま で、 「 家 庭 j の 代 わりに「保健体
育j で、単位 を 取得 していたハ 男 女に よ る単位数の違い
につい て 、 BB和45年度の 「解説Jで 「 男 女 の 特性に
応 ずる適切 な 教育 を行 う 必要lがあるため と 説 明 し て
いる活。 し か し 、 「男女の 特性」 の 内容につい ては記
さ れ な"0
(1)種 目 にお ける性差

「指導要領J では、 平成元年 度年以降にな る と 男 女
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で分 け た 種 目 を 記 さ なくなっ た が、『解説』 では全期
間 を 通 じ て 男 女 で分け る 種目が存在し た 。 例 え ば、‘12
成 20 年度の 体育のスポー ツIでは[採点競技では、
体操競技 を 取 り 卜.げ るものとす る G 男子は、床運動、
あ ん 馬、つ り 輪、跳馬、平行棒…・. J とい う よ う に 、
同 じ 体操競技の 中 で男 女 に よ っ て 異 な る 種 目 を選ぶ。
男 女 で 種 目 を分 け る 理由 に つ い ては、記 さ れ な し、

平 成元年度以降、「 男会:の特性」 に 応 じ た 教育や指
導と い う 言葉は使 わ れ なく な り 、学:校 ダン ス な ど性別
に よ ら ず必修 に な っ たも のもあ る が湖、種 目 に よ っ て
は 今 日 ま で性別 で わ けで実施 さ れ て い る c
@指導 に お け る 性差

昭 和 4 5 年度、53 年度 の 『解説j には指導の基準と
し て 「個人 差 j ととも に「男 女の特性j もあが る 久3
「指導要領j及 び 『解説Jは、平 成 元年度以降性別 に

よ る 指導 に つ い て 記述し な く な っ た が、種 目 を 男 女で
分 け てい る た め、指導 に お け る 性差は今 日 ま で継続し
て い る と推測でき る 。
⑤異性愛 を 前提とす る 内容

「指導要領j に お い て、全期 間 を 通 じ て 異性愛 を 前
提と し た 内容 に な っ て い る こ と、平成1 0 年度 以 降 は
異性への 恋愛感情から 「結 婚J r 生殖Jとつ なげ て 記
さ れ る よ う に な っ た こ と を 指摘し た。 r指導要領j と
『解説』 を対照 し た結 果、以下の 2点 に つ い て わ か っ

た。l つ は 「指導要領」 に 記 さ れ な く て も、『解説』
で説 明 さ れ る こ とで あ る 。 例 え ば、昭 和 4 5 年度 の

『 解説J に は r ( l ) 家 庭 生 活と健康 ア 結 婚と優生
結 婚は 、 男 女 が相互 に愛情 を基盤と し、 精神的、身体
的 お よ び経済的 に結 ば れ、継続的 に共同生活 を 営 む こ
とであ る 。 ……健 全 な 家 庭生活 を営み、子孫の繁栄 を
図 る た め の 育児や家庭経営 などができ る 能力 が必 要 で
あ る こ と な ど……J 11と あ り 、平 成 1 0 年度以 降 の 異
性への恋愛感情から 「結 婚J 、「生殖Jという 同 じ つ
な が り を 確認でき る 。 2 つ に 、 「指導要領J の 内 容 に
つ い て 、 『解説Jで さ ら に詳し く 説明す る ことであ る 。
例 え ば、 平 成 20 if.度の[指導要 領jでは r (2 ) 生涯
を 通 じ る 健康 ア 生涯 の各段 階 に お け る 健康」 に つ い
て 、「思春期と健康、結 婚生活と健康及 び加|齢と健康
を 取 り 扱うものとす る jと 簡単 に 記し て い る が、『解
説Jで は思春期 に お け る 心理的、行動面の変化 に伴 い

「異性 を尊重す る 態度」が必要 に な り 、 「性 に 関 す る
情報への対処が必要であ る こ と な ど を 理解 でき る よ う
に す る j な ど、詳細に説明 し て い る'120
⑤他教科や科 目 と 関 連 づ け た指導

全期間 を 通 じ て記 さ れ てい る 。
昭 和 45 年度と 53 年度 に つい て、「指導要領j には

な か っ た が、 『解説J には記 さ れ て い る の日百 和 4 5 年
度 には性 に 関 す る 指導、例 え ば 「心身発達 にお け る 男
主企笠1主お よ び男 女 の 相互協力 に よ る 健全 な 家庭づ く
りJ <l� に つ い て 「 関係教科や他領域 に お け る 性の 指 導
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と の 関 連 を 考慮 し、効果 的 に行 なう こ とがた い せ つ で
あ る J Hとあ る 。 昭和53 年 度 に は 「 特 別 活 動 」 の
ホームルー ム 活動領域と関連づ け て 指導す る よ う提案
し て い る 。 手成1 0 年度 及 び 20 年 度 は 「特別活動J に
加 え 、 「総合的 な 学 習 の時 間jもあげ て 、 『保健体
育j の 学 習 成 果 を 日 常で い か し て いく た め に は、 「特
別活動l な どと 「有機 的 な 関連」 をも たせ て 指導 し て
い く こ とが大切であ る と述べ る ペ 複 数 の 教科や 科 目
と関連づけ て 実施 す る こ とで、よ り 指導の効果 を 高 め
られ る だ ろう。

以仁、 『解説J に み る 性の特徴 に つ い て、「指導要
領j と対照 さ せ な がら、6 つ に分け て 述べ た。 そ の 結
果 を 3 点 に ま と め る 。l つは 「指導要領」では性 に 関
わ る 記述で は な か っ たの に、 『解説』では性 に 関連づ
け て説 明 さ れ た ことであ る。 例 え ば、 「指導要領J に
お い て 平成元年度以降、男 女 に分 け た 種 目 や指導 に つ
い て 記述 し なくなった が、 「 解説Jでは今 日 ま で記 さ
れ て い る 。2 つ は、 「指導要領j の 内 容が さら に 『解
説j で詳 し く 説明 さ れ る ことであ る 。 3 つ は、 他教科
や科 目 と関連づけ た指導の提案 であ る 。 こ の よ う に、

『解説Jでは 「指導要領」 に み る 性の 内容 を 詳 し く 説
明 し、複数の他教科 及 び科 目 と組み 合わせ て指導 し よ
うとす る 。

「保健体育J では、主 に 体の 性、心の性、性的指向
をと り あげ てい る 。 昭 和 53 年 度 以 降 「男 女 の特性J
とい う 言葉は使 わ れ な く な っ た も の の、全期 間 を 通 じ
て 体育 の 種目 を 男 女 に よ っ て分 け る な ど、男と女と い
う性別 で分 け る 二元論をとっ て い る c ま た、体の性が
男と 女 に分か れ る 人や異性愛者・ の み を前提と し た内容
であ り 、心の性や体の性 ・ 心の性の組み 合 わせ に つ い
てはふ れ ら れず、典型的 な性のあ り 方 の み をと り あげ
て い る こ とカf わ か る パ

3 r家庭jの学習指導要領にみ る 性

( 1 )  r家庭J の歴史
中学校及 び高等学校の 「家庭」の 女 子必修は、1 96 0

年 代 から 7 0 年 代 に か け て 実現 し た叱世界が男 女平
等の動き に 向 か う 中、日 本も 「女子差別撤廃条約J を
批准 し ようと し たが、「家庭J 等 の 男 女 で分 け た 学管
内容が問題 に なった。 そ こ で文部省は、平 成 元 年度学
習指導要領改訂時 に、「家庭」 を 「 男 女 共修jとす る
こと に決め た470 平成 元 年度の改訂 に よ っ て、 「 家
庭j は小学校 から高校 を通 じ て 「男 女共修」 と な り 、
性別 関 わ り なく同 じ単位数 を 取得す る よ う に なっ たl向。

( 2)昭 和 24 年度 及び31 年度の{試案J に み る 性の
特徴

昭和24 年度、31 年 度 を 通 じ て、 「男女 を問 わ ずj
家庭生活 を営 む た め の知識や理解が必 要であると し て
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いる。 ー方で 、 昭 和 24 年度には「特に女子はそ の将
来の生活 の 要求 にも と づき 、 い っ そ う 深 い理解 と 能力
を身につける必要があるので、 家庭生活の一般に関す
る学習を、 少 なく と も 1 4 単位必修 さ せる こ と が望 ま
ししづ と あ り 、 31 年度につ いても女子の み 「 こ の 場
合女子については家庭科の 4単位を履 修 さ せる こ と が
望 ま し いj と 女子の単位履修 と そ の理由 について説明
し た。 r-->般家庭の主婦の心 が ま えJ r一生の伴侶を

選ぶ資格 と 能力 男性が女性に (女性が男性に)求め
る能力あ り j と 女子を対象 に 、 結 婚や 育児を含めた 家
庭生活に関する内容が中心であるc

( 3) r指導要領j に みる性の特徴
昭 和 35 年度、 45 年 度 、 53 年度、 平成元 年 度 、 1 0

年度、 18 年度、 20 年度を用いる。 そ の主 な 特徴を 4
点、に ま とめた。
①単位 に お ける性差

昭 和 5 3 年度の「指導要領j ま で 、 男女によ っ て単
位数が異なる。 た だ し 、 男子も選択履修 でき た が 、 男
子が「 家 庭一般j を履修する場合、 「内容選択につ い
て特 に配慮 し 、 適切 な 指導をするもの と するJ (昭 和

53 年 度 ) と あ り 、 選択 し た 男子 の 学習内容 にも考慮
し て いた こ と が う かがえる。

② 「生殖j の取 り 上げ方にお ける性差
昭 和 5 3 年度、 平成 元 年 度 、 1 0 年度に記 さ れて いる。

昭 和5 3 年度、 平成 元 年度 に 「呈丘企盤塵J 、 平成1 0
年度に「呈三豊盤についても扱 う こ と と するが、 妊娠
出産の詳細に深入 り し な いこ と j と あり、 「 男 女共
修Jになっ た平成 元 年度以降も女性の体 に重きを お い
た 内容に なっている。 し か し 平成 18 年 度 以 降、 「 生
殖j に 関 する記述は なく な っ た。
③男女が築く家庭 と 育児 に お ける性差

「結婚Jは、 平 成 元 年度 か ら 20 年度 ま で記 さ れて
いる。 平 成 1 0 年 度 以 降 、 I結 婚」 と い う 言葉 では な
く「男女が協力 して家庭 や地域や 生活を創造する能力
と実践的な 態 度を育てるJ (平成10 年度、 18 年度)、
「男女が協力 して家庭を築く こ と の意義 と 家 族 や 家庭
生 活 の 在 り 方 について考え さ せるJ (平成 1 0 年度、

18 年度)、 「 男 女が協力 し て 、 家 族 のーー員 と し て の
役割を果 た し 家庭を築く こ と の重要性につ いて考え さ
せる と ともに……J ( 平成2 0 年度) と し寸言葉 に 変
わ っ た。 家庭は男女が協力 し て築く意義 のあるもの で
あ り 、 家庭を築 く 能力を 「家庭j で形成 しよ う と し て
いる。

育児について、 昭 和 53 年度に 「脊児 と 母性」、 平
成元 年 度 に「育児 と 母性・ 父↑生J と あ り 、 育 児は「家
庭 J の 男 女共 修を境 に 女 か ら 男 女によるも のへ と 変
わ っ たが、 育 児は男 と 女 と い う 性に分けて教え られたハ
し か し 、 男 女 と い う 性 と 育 児を関連づける記述は平成
1 0年度以 降 な く なったc
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�4)f也教科 ・科目と関連づけ た 指導
性に関 する内容に限定 し てい な い が、 平 成 1 0 年度

以降、 「家庭」の学習内容は他教科や科目 と 関連づけ
て指導するよ う に提案 さ れ た 。 平 成 1 0 年度、 18 年度
は、 具体的に「中学技術 ・ 家庭 科 、 公民科、 保健体育
科 な ど」をあげて いる。 さ ら に 、 平 成 20 年 度 に は
「数学科J r理科J と も 関 連づけた 指導を促しているっ
こ のよ う に、 「家庭」の内容を{也教科や科 目 と 関 連づ
けて指導する こ と で 、 指導効果を高めよ う と し たもの
と 考え ら れる。

昭 和35 年 度 か ら 平成 2 0 年度 ま で の「指導要領」に
みる性の特徴は 4 点に ま と め ら れる。1 つは、 長 い 間
女子を対象 と し た内容であっ た と い う こ と である。 平
成 元 年 度 の 改訂 ま では女子 の み を対象 と し た た め 、
「指導要領」にある内容は育児や調理、 被服 などは女
の みに必要 と さ れた知識や技術であ っ た。 昭 和 35 年
度 から5 3 年 度 ま で の「保健体育」 と 異 な り 、 「男

女J と い う 言葉は ほ ぼみ られな か っ た が、 女子 の み の
履修であ っ た ためかも しれなし'c 2 つは 、 女が担 う 家
庭 か ら 男女が協力 して作る家 庭 と い う 変化がみ ら れる
こ と である。 r男 女共修jに な っ た平成 元 年度以降、
顕 著 に 現れている。 3 つは 、 異性愛を前提 と し ている
こ と である。 特 に「男 女共修J に なった平成 元 年度以
降 「男女が協力 し て家庭を築く」 こ と の意義や「家庭
生活の 在 り 方」 について考え さ せよ う と している。 一
方 で 、 異性愛以外の性的指 向 に つ いてはふれ ら れ な い。
4 つは「生殖」 について、 女の み の 体を中心に と り あ
げて い たこ と である。 平 成 元年度 ま では「母性 の健
康」 と 記されるが、 平成 1 0 年度になる と 「母性健康
についても扱 う こ と と するが、 ……妊娠出産の詳細に
深入 り し な い こ と j と 制限 さ れるよ う に な り 、 18 年
度以降は記述 さ れなくな っ たの

(4 ) r解説Jにみる性の特徴
昭 和 何 年度49， 53 年度õO 、 平成元 年度51 10 年度;)2 、

20 年度53の指導要領の 『解説Jを用いる。 そ の主 な 特
徴を5 点に ま と め た。
①「女子の特性J の重視

「家 庭」女子必修だった昭 和 45 年度 と 53 年度の
『解説Jは 、 「指導要領J には な い 「女子 の特性j と

い う 言葉を用いて「女ら し さJを強調 して いくよ う に
な っ たり こ れ ま での「試案」や昭 和 35 if.度の 「指導
要 領 J にも みられ なかった言葉である。 r 女子の特
性」 と は 、 どのよ う なもの か。

l つは、 「正 し し、」結 婚を し て 家庭生活を営 む主体
と い う 点 にある。 昭 和 45 年度には「女子の特性 に か
んがみ、 明るく豊 か な 家庭生活を営 むうえ に必要 な恭
礎的能力を養 う ため、 すべて の女子 に 『家 庭叶則を
履 修 さ せるも の と す る こ と 」へ昭 和 53 年 度には
「家族は結 婚によ っ て始 ま るの で 、 五l、に真の愛情を
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もち、 社会に公認され諸種の条件を満たし たよい結 婚
につ いて考 え さ せ 、 正し い結 婚観を養 う j お と 記して
いる。 つまり 、 『解説J の「望ましい 家 族 関係J ["健
全 な 家庭生活の 実現J ["正し い 結 婚観j と い う 言葉 が
示すよ う に 、 結 婚や 家 庭生活の営み方について 、 望ま
し い と さ れるモ デルを示し た。

2 つは、 育児の主体 と い う 点である。 昭 和 45 年度
に は 「 家 庭 生 活に お け る母親 の 役割 の 重 要性」旬 、

「心身 と もに健 全 な子 どもを育てるには 、 結婿に際し
て 男 女 と もに健康であるべき こ と 、 特に保育に直接的
な 役割をもっ女性の健康は た い せつであるこ と につい
て取 り 扱 う 。 こ こ では思春期 か ら の 女性の 特質に基づ
いて母性 の健康を取 り 上げ、 将来母親 と なるための健
康管理 の 習慣が身につくよ う にするJ 57 と ある。 昭 和
5 3 年 度も同 様 であるc 育児の中心は母親であ り 、 高
等 学校 の 時期 か ら母親に なるための健康管理について
学ばせるよ う にした。

さ ら に 、 昭 和 45 年 度 で は「結 婚に|努してもつべき
心 構 え について考 え さ せ 、 さ ら に結 婚 と 保育に対して
期待をも た せるよ う に指導する」坊 と 、 結 婚 と 育児に
つ いて前向きに と ら え ら れるよ う な 指導をす すめ た。
② 男 女平等への意識

昭 和 5 3 年度 の『解説』 には、 「夫婦 の 生活は、 両
性の平等 と 相互の 人 間尊重の 上に築 か れるも の であ り 、
家庭生活を営む ためには相互の理解 と 協力が大切であ
る こ と を指導するJ 59 と 、 男女の平等 と 相互の 人権尊
重への意識をもつよ う にしているつ

さ らに 、 「男女共修j と なる平成元年度以降 、 男 女
の平等に関 する内容が増 え てくる。 平 成 元 年 度には 、

「男女が協力して家庭を築いて いく こ と や 、 生活に必
要 な 知識 と 技術を習得 さ せるために男 女 と も必修にす
る こ と I 60 と 「男女共修J と する理 由を述べ たコ 「指
導要領jでは、 平 成 1 0 年度に「男女の平等 と 相互 の
昆)JJ と l 聞記 さ れ た の み だ っ た が、 平 成 10 年度以
降 の 『 解 説』 では複数回用 い ら れへ そ の内容を 「男
女 共同 参画 社 会の推進j 臼や「固定的 な性別役割分業
意識の見 直しj ω と い う 言葉も用 い な が ら詳細に記し 、
男女の協力 と 尊重 と い う 意識をもてるよ う な 指導を進
めて い っ た。

A方 で 、 性別 役割分担を否定しつつも 、 男女そ れ ぞ
れの 「特性j につ い ては記されるの 育 児につ いては

「 指 導 要 領 j でも平 成 元 年 度ま で|育児 と 母性 ・ 父
性j と記し た が、 『解説Jも 「親の役割 と 母性・ 父性
について考 え さ せるj 刷、 [母性 ・ 父性 そ れ ぞれ の養
育行動 の 特質J“ と 説明する。 ま た 、 平 成 元 年 度 以 降
の 「 指導要領j では育 児 以外の「男女の特性」を記 さ
な か っ た が、 『解説』 では「男女の 在 り 方J郎、 「男
女 の社会 的 役割 の理解J 6; な ど と 性に分 け て記して い
るつ
③男 女による結 婚 や 家 庭づく り を前提 と し た内容
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昭 和 45 年度 か ら 平成 初年度までの主な内容 に 結 婚、
育児、 家 庭づく り がある。 r解説Jは、 「指導要領j
の 内容よ り も詳細になり、 指導方法も記されている。
こ れまでに述べ たよ う に、 「家庭Jの女子必修の 時期
は望ましい結 婚をめざし 、 育児を中心 と し た 家庭生活
を担 う 女 子を対象 と し た内容 だっ た が 、 平成 元 年度の
「男女共修」以 降、 「男女が協力して家庭を築いてい
i五一ζJ 68 、 「親 と な る ための自覚を 高めよき 家 庭 人
と して家庭生活 の 充実向 上をはかるJ 69 と い う よ う に 、
男女協力のも と 家庭を築 く こ と の重要性が強調 さ れる
よ う になった。

こ のよ う に 、 目標 と する家庭づく り をめざして 、 家
族に関 する法律にもふ れるよ う に指示している。 平成
10 年 度 以 降 の 「指導要領Jでは 「 家 族 ・ 家 庭 と 法
律」 と 簡単に記したが、 『解説J では 婚姻 、 夫婦 な ど
家 族に 関 す る 法律をあげて 、 「 社 会 制 度 と しての 家
族」 の側面を 「条文を通して具体的に理解 さ せる」刊
と 具体的に記した
④多様化する家 族へ の 関心

平成 1 0 年 度 の み の記述に なるが、 [解説』 では、
家 族 の 多 様化につ いても記した。 ["……家族の在 り 方
について具体的 な 事例や演習を通して考 え さ せる と と
もに、 多様化する家族 と こ れ か ら の 家 族 の夜 り 方につ
いて関心をも た せるJ 72 と 記 さ れている。 た だし 、 多
様化する家族の内容につ いては具体的に説明 さ れ なし、
平成 1 0 年 度 以 降 、 生き方につ いて「多様j と い う 言
葉で表現 さ れるよ う に なった。 例 えば 、 「 多様 な ラ イ
フス タ イルJ73 、 「 多様 な生き方J71 、 「人生に関す
る 多 様 な価値観や生き方J7;' な ど と あるが、 多 様性に
つ いても具体的に示さ れ なし勺 ま た 、 「 男 女 の在 り
方J ["固定 的 な 役割分業の見直し」の中で用い ら れる
こ と もあ り 76 、 ジ ェ ン ダー の 見 直しゃ異性愛 と い う 枠
組みの中 で の 多様 な 生き方 や価値観であ っ た と 考 え ら
*lる。
⑤他教科及 び科目 と 関連づ け た 指導

性に関 する内容に限定し な い が 、 平 成 1 0 年 度 の
「指導要領」で「中学技術 ・ 家庭 科J ["公民科J ["保
健体育」 、 平成 2 0 年度は「数学J と 「理科j も加 え
て 、 「家庭」 と 関連づ け た 指導をするよ う に提案し たc
さ ら に 、 同 年度 の 『解説』 では 、 道徳教育 と 関 連づ け
た指導ににも言及する。 道徳教育は「生徒が自己探求
と 自己実現に努め…… 人 間 と して の 在 り 方生き}J(こ関
する教育J 77 であ り 、 学校の教育活動全体を通 じ て 行
な う も の である。 こ の内容 と 「家 庭 j の目標 である
「……生活に必要 な 知識 と 技術を習得させ 、 男 女が協

力して主体的に家庭 や地域の 生活を創造する能力 と 実
践 的 な 態度を育てる」こ と は 関連する と い う 。 さ ら に

「 特 別 活 動l や「総合的 な 学 習 の 時 間 J 、 「保健 体
育J な どの他教科 ・ 科目 と 関連づけて指導するよ う に
指示し内 、 「家庭J の学習 内容を深めよ う と し た。
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以上 、 『解説j にみる性の特徴について、 「指導要
領j と 対照 さ せ な が ら 、 5 つに分けて述べた。 その結
果 を 3 点 に ま と め る 。 1 つ は 、 「指導要領J に記 さ れ

な い内容が、 『解説j で は 説明 さ れる こ と である。 例
え ば、 「女子の 特性j と い う 言葉 は 、 「指導要領」に
は 出 て こ な い が、 昭和 45 年度 と 53 年度 の 『解説Jで
は「健 全 な 家庭」生活を営 む 主体、 育 児 の主体 と して
説 明 さ れた。 平 成 10 年 度 の 「 多 様 化 する 家 族 j も
「指導要領J に は な いが、 『解説Jに は 言 葉 の み が記
さ れている。 2 つ は 、 「指導要領j の内容を 『解説J
で詳 し く 説明する こ と である。 例 え ば、 平 成 1 0 年度
と 18 年 度の 「指導要領j で は 、 家 族 と 社 会 の 関 わ り
を理解 さ せるため「家族 ・ 家庭 と 法律」 な どにつ いて
理解 さ せる と 簡単にふ れたが、 『解説j で は 具体的に

印刷困 、 夫婦、 親子 な ど家放 に 関 す る 法律 に つ い て も

触 れ 、 社 会 制 度 と し て の 家族についても 考 え さ せるj
と 説明 した。 3 つ は 、 他教科や科 目 と 関 連づ けた指導
である。 平 成 1 0 年 度 以 降 の 「指導要領j で 「中学技
術 ・ 家 庭科J í公民科J í 保 健体 育 J í理科J í数
学」 と 「家庭j を関連づけた指導 について述べている
が、 『解説j で は さ ら に 道徳教育や 「特別活動J í総
合 的 な 学 習 の 時 間 J な ども加 え て指導するよ う にす す
めて いる。

「家庭j で は主に ジ ェ ン ダ一 、 性的指向を と り あげ
ている。 ジ ェ ン ダーにつ いては 「 男女共修」になった
平成元年度以降 、 男 女 の 平 等 な どに向 けて記 さ れてい
るが、 性的指 向 は 異性愛に限定 さ れる。 ま た 、 男 と 女
に 分 け た 説明 も 多 く 、 男 女二元論 を と っ て い る 。 平成

10 年 度 以 降 「 多様性j と い う 言葉 も 多 く 用 い ら れ る

よ う に なるが、 多様性の内容につ いて は 具 体的に示 さ
れ な い 。 そ の 時代 の典 型 的 な性のあ り 方 (例 え ば昭和

45 年 度 や 53 年 度の「女子の特性j や 異性愛等 ) につ
い て は 『解説j に 詳細 に記 さ れ る が、 典型的 な あ り 方
にあて は ま ら な い場合、 『解説Jであ っ ても抽象的 な
記述に と ど ま っている。

4 r特別活動J の学習指導要領にみ る 性

( 1 )  r特別 活動j の歴史ï9

今 日 の 「特別活動J は 、 昭 和 22 年度の 「試案j で
は 「 自 由研究Jと い わ れ 、 中学校及 び高等学校では選
択 教 科 の a 部 だった。 昭 和 2 6 年度 の 改訂によ っ て

「特別 教育 活動j に 変 わ り 、 昭和 33 年 度 の 改訂で 、
「特別教育 活動J 、学校行事 と な っ た 。 そ の 後 、 昭 和

45 年度の 改訂で 「 特 別 教 育 活動」 と 学校行事 を 統合
し て 「各教科以外 の 教 育 活動、| と いう 名称 に な り 、 ク
ラ ブ活動も必修に な っ たo 次の昭和 53 年 度 の 改訂 で 、
今 日 の「特別活動j と い う 名 称に な っ た。 そ の 後 、 平
成 1 0 年度の改訂で、 ク ラ フ、活動が廃 止 さ れた。 今 日
の 高等学校の 「特別活動J は 、 ホ ー ムルー ム 活動、生
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徒会活動、 学 校行事の3 領域で編成 さ れて いる。

(2) í指導要領」 に み る 性 の 特徴

昭和 45 年度 ( í各教科以外の 教育活動J )、 53 年
度、 平成元年度、 10 年度、 18 年 度 、 20 年度を用 いる。
そ の 主 な 特徴を3 点に ま と めたc
①「男女の特性」 に基づ く 内容

「男女の特性」 と い う 言葉 は 、 昭和 45 年 度 の み記
さ れる。 í 男 女 の 特 性 と 相 庄 のあ り 方につ い て の 理
解」 と い う 項 目 を通 じて、 倒 人 の 生き方について考え
さ せ よ う と し たo í 男 女 の 特 性 」 への 理解 と と もに

「自己の側性の理解jがあ り 、 「男女の特'引 を前提
と した 「 自己の個性の 理解」 と い う 構造に なっている。
② ク ラ ブ活動 と 男女の構成

昭和 45 年 度 の み の内容 に な るが、 ク ラ ブの 種 別 や
数を決める際の 基準に 「男 久ーの構成j が考慮 さ れたG
③ 人 間 と しての 在 り 万生き方 と 「男女相 互の理解 と 協
力 一|

平成元年度以降、 ホ ー ム ル ー ム 活動 の 領域の「個 人
及 び社 会 の一員 と しての在 り 方 、 生き方 、 健康や安全
に 関 する こ と j の中で、 「男 女 相 互の理解 と 協力J を
学ぶ こ と になったO 平成 10 年 度 以 降 、 「男女相互の
理解 と 協力 」 は 「自 己 及 び他者の個性の理解 と 尊重J
と い う 項 目 と 並 ん で いる こ と か ら 、 「自己 | や 「他
者」 は 理解 は 、 「男女」 と い う 性別の 存在を前提 と し
て いる こ と がわ かる。

(3 ) r解説Jにみる性の特徴
昭和 45 年度初、 53 年度品 l 、 平成元年度沼、 1 0 年度“、

2 0 年度創 の「指導要領」の 『解説J を用いる。 その主
な 特徴を4 点に ま と めた。
①異性愛 と 体の性の男女差を前提に した 「男女の 相 I-i:
の理解 と 協力J

昭和45 年 度 か ら 平成 20 年度 ま で記 さ れている 「男
女の相互 の理解 と 協力」 と は 、 どのよ う な内容を さ す
の か。

l つ は 、 休の男女差である。 昭和 45 年度か ら 平成
元 年度 、 1 0 年 度 、 20 年度には「 高等学校段 階 の 生徒
は 、 身体的に は ほ ぼ成熟 し 、 男 女それぞれの特性が明
確になるJ 必 と あ り 、 体の性を 男 と 女に分けて 、 そ れ
ぞれの性で二次性徴を迎 えた と 想定 して いる。

2 つ は 、 異性愛を 前提 と し て いる こ と である。 上記
した高校生の体の性の成熟 と 関 連づけて説明 し て いる。
昭和 何 年度、 53 年度の 『解説』 で は 、 高校生の場合

「 男女が相互に相手を異性 と し て意識する の は 当 然 で
あるJ 樹、 平 成 元 年 度 は 「男 女 が相 互に柏手を 異性 と
し て意識する よ う に なる こ と に伴しづ へ 平成 1 0 年
度 、 20 年 度 で は「… … 男 女そ れ ぞれの 性 的 な 特徴が
明 確に な っ て く る。 それにつれて、 異性への 関心も高
主主、 異性 と の 交友を望 む よ う に な り 、 意識する異性



学習指導要領 に お け る セ ク シ ュ ア リ テ ィ の 解釈と歴 史 (1)

の対象 がか な り 特定 さ れ る 傾向も強 ま っ てく る J88 と
記 さ れ る 。 こ のよ う に 、 表現 に 多 少の 違 いがあ り つつ
も 、 全期 間を通 じ て性的指向は異性愛 に 限定 し て い る c

I 男女の相互の理解と協力I を必要とす る理由 につ
い ても説明 し て い る 。 昭 和 45 年度か ら 平成元年度 ま
では「将来両性が協力 し て 家庭を築き 、 相 互 の特性を
生 か し 合 う こ と が 人 間 の社会生活の あ る べき姿であ る
こ とを 考えJ 削 る と 、 高 校 生 の 時 期 に 男 女 が相 互 に
「身体面や精神面の特性の理解を進め る と とも に 、 相

互 の 在 り 方を正 しく身 につ け る こ とが大切J911で あ る
と い う 。 つ ま り 、 家 庭を築き男女そ れ ぞれ の「特性」
を生か し 合 う 社会が「 あ る べき社会j と し て 想定 さ れ 、
その実現の た め に「男女相 互の理解と協力j につ い て
学ぶ の で あ る 。

昭 和 53 年 度 以降 、 「指導要領j か ら 「 男 女 の 特
性j とい う 言葉は なく な っ たが、 『解説』 では、 平 成

2 0 年 度 ま で み ら れ る 910
く�) r男女相互の理解と協力j と ジ ェ ン ダー

平 成元年度 ま で体の性は男 女で分け ら れ 、 そ れぞれ
の 成 熟 によ っ て 異性への 関心が高 ま る と 説明 さ れてき
た が、 平成 1 0 年度以降「男女共 同参両社会の推進J
92 、 「 人 間 の尊重 と 男 女 の 平 等 j 幻 と い う ジ ェ ン ダー
の 見直 しも含めて、 !よ く 考えていく こ とをす す め て い
る 。
@他教科や「特別 活動」の他領域と 関 連 づ け た 指導

昭 和 4 5 年 度の「指導要領j の「男女の特性 と 相互
の あ り 方 につ い て の理解J 及 び平成 元 年度以降の 「指
導要領 j の「男女相互の理解と協力」と い う 性 に 関 す
る 指導 に つ い ては、 他教科等と関連づけ て 指導す る よ
う に す す め て い る 。 昭 和 45 年度、 5 3 年度 、 平成 元 年
度は 「 保健体育j の 保健を、 平 成 10 年度 、 2 0 年 度は
保健 に 加え て「特別活動全体を通 し て行 う 人 間 と し て
の 在 り 方生き方 に 関 す る 指導との 関 連j引と記すよ う
に 、 「特別 活動j 全体を通 じ た 指導を す す めてい る 。
④心 の性 に 関 す る 内容

心の性 につい ては、 全期 聞を通 じて体の性ととも に
記 さ れ て い る c 1つは、 「男女に お け る身体面精神 I商
の 違 い の理解J95とい う 言葉 にも現れ る よ う に 、 体 や
心は男 女とい う 2 つの性に 分かれ る ことを示 し て い る り
ー 方 で 、 男と女以外の性の 存在や休の性 と 心の性の組
み 合 わ せ につ い ては 、 説明 さ れ な し 入、 2 つは、 昭 和 53
年度と平成 元 年度 に お いて、 心身の 発達 の 個 人 差 に 対
応 す る 指 導を指摘 し て い る 点 で あ る 960 し か し 、 男 女
差ととも に 記 し て お り 、 男 女差を前提 と し た 個 人差 と
と ら え て い る 。 個 人差 の内幸子につい ては具体的 に記 し
てい な い 。
⑤具体的 な 指導方法 の提示

平 成 1 0 年 度以降、 『解説J に お いて指導方法が具
体 的 に 示 さ れ る よ う に な っ た 。 平 成 元 年 度は 「 し た
が っ て 、 異性交友の望 ま し い 在 り 方 な どの 具イ本的 な 取
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り 上げ方をす る よ う な 指 導 が望 ま し し、JYï と あ り 、 性
に 関 す る 指導 につ い て「特 に 保健体育 科 の 『 保健j と
の 関 連を図 り 、 心身の発達 に 個 人差があ る こ と を踏 ま
え、 生徒の実態 に 基づく具体的 な 指導を行 う こ とが大
切 で あ る 」ωと や や 抽象 的 な 内 容 で あ る が 、 平 成 10
年 度以降は 「 具体的 には、 例え ば、 男女相互の理解と
盟主、 人 間 の尊重と男女の平 等 、 異性交友の望 ま し い
主立五、 男女共 同参画社会の自分の意識な どの 題材を
設定 し 、 ア ン ケ ー ト や イ ン タ ビ ュ ーをも と に 話 し 合 っ
た り 、 新 聞 や テ レ ビ等の資料をも と に 話 し 合 っ た り 討
論 し た り し て 展 開 し て いく こ と が考え ら れ る J 99 と 具
体的 に な る。

以 上 、 『解説』 に み る 性 の 特徴 に つ い て 「 指 導要
領 j と 対照 さ せ な が ら 、 5 つ に 分 け て述べ た 。 そ の 結
果を3 点 に ま とめ る 。 1 つは、 「指導要領」で性と関
連づけ ら れ な か っ た内容が、 『解i見J では性の内容 と
し て 記 さ れ る こ と で あ る 。 例 え ば、 昭 和 53 年 度 以 降 、
「指導要領j か ら 「 男 女 の 特性J と い う 言葉は なく

な っ た が、 『解説j では平成 2 0 年度 ま で使 わ れ て い
る 。 2 つは、 「指導要領」の内容を 『解説』 で詳 しく
説明す る ことで あ る 。 昭 和 4 5 年度か ら 平成 2 0 年 度 の

「指導要領」の「男女の相互の理解 と 協力」 は、 男女
による 身体の 発達 と 異性愛、 「男女平等」 な どか ら 説
明 し た O ま た 、 平成 1 0 年度以降、 指導方法も具体的
に示すよ う に な っ た。 3 つは、 他教科や「特別活動J
全体を通 じ た指導で あ る c 昭 和 4 5 年度以降は「 保健
体育」、 平 成 10 年 度以降は さ ら に 「特別活動」全体
を通 じ て指導す る よ う に す す めてい る 。

「特別活動」 は体の性、 ジ ェ ン ダ 一 、 心の性、 性的
指 向を と り あげて い る c ま た 、 男女で分け る 内容が多
く、 男 女 三 元論をと っ て い る 。 ジ ェ ン ダーについては 、
全期 聞を通 じ て 男 たの特性につ い て ふ れ て い る が、 平
成 1 0 年 度 以降 「男女共 同参画社 会の推進J r両性の
平等」 と い う 言葉が用 い ら れ 、 ジ ェ ン ダー の 見 直 し に
む け た 姿勢も み る ことができ る ご 一 方 で 、 全期 間を通
じ て 共通す る のは、 ジ ェ ン ダ ー 以外 につい ては典型 的
な性の あ り 方 の みを取 り 上げる ことで あ る 。 体は男女
によっ て 分 か れ て お り 、 体と心は男 女 によ っ て 異 な る
と い う 性の あ り 方を記 し た が、 心 の性と体の性の組み
合 わ せ に つ い ては説明 さ れ な か っ た。 ま た 、 性的指向
は異性愛 の み記 さ れ た c こ のよ う に 、 『解説』 では典
型 的 な|笠の あ り 方 の み が と り あげ ら れ 、 そ れ以外の性
につ い てはふ れ ら れ な い 。 さ ら に 、 こ の典型的 な性の
あ り 方は、 全期 間を通 じ て他教科 及 び科 目 と関 連づけ
た 指導を後奨 し 、 近年関連づ け る 教科 ・ 科目数は増え
て い る c ま た 、 平 成 10 年度以降、 具体的 に指導方法
が示 さ れ るよ う に な り 、 典 型的 な性の あ り 方は、 生徒
にと っ てよ り 浸透 し や すく な っ てい る 。

「特別活動」は、 「個 人 差 J や 「自己 及 び他者の個
性の理解と尊重Jを 重視 し 、 「 人 間と しての在 り 方生



松尾由希子

き方」 を 追求する科目であるi山jc し か し 、 性のあ り 方
は 、 全身J 問 を通 じて個t生 と して と らえら れてい な L 、 。

つ ま り 、 「特 別活動」の示す 「 個 人差J や「個性」 は 、
典国的 な性のあ り 方 や 男 女二 A 元 論 を 前提 と し た 「個 人
差J 1個性J と と らえているも の と 考えら れる。

5 3 つ の教科及 び科 目 に み る 性の解釈 と 今後の カ リ

キ ュ ラ ム に 向 け て

(1 ) 1 保健体育J í 家 庭J 1特別 活動J に みる性の
解釈

戦後以 降の 3 つ の教科及 び科目の学習指導要領に共
通する性の解釈について、 2 点 から述べるコ

l つ は 、 典型的 な性のあ り 方 の み が取 り 上げら れて
き た こ と である。 3 つ の教科及 び科目 は 体の性、 ジ ェ
ン ダ一 、 心の性、 性的指向について取 り 上げているυ
ジ ェ ン ダーに つ いては 、 今 日 ま で男 女の 特性に ふ れる
な ど気 に か かる内容もあるも の の 、 特に平成 1 0 年度
以 降 「男 女 の平等J í 男 女 共 同参画社会 の推進J と い
う 言葉 を用 い な がら 見 直 し を進めてきた 。 一方で 、 体
の性、 心 の 性 、 性的指向につ いては全期 間 を通 じ て典
型 的 な性のあ り 方 のみ を 取 り 上げている。 体 と 心の性
は 男 と 女に分か れていて、 異性 を 好きに なる と いう性
のあ り 方 であるの そ れ以外について は 、 例え ば性 向 一
↑生障害、 X ジ ェ ン ダ一 、 同 性愛 、 両性愛 、 A セ ク シ ュ
ア ル な ど の性の状態 は 取 り t げ な か っ た e 性に関する
内容 は 、 「指導要領J に 記 さ れ なくても 『解説』 に典
型 的 な '性のあ り 方が記 さ れ た り 、 「指導要領j で記 さ
れ た内容以上に詳細に 『解説』 で説明 さ れ た り する こ
と もあ り 、 『解説j は I指導要領j 以上に 典 型 的 な性
のあ り 方 を 示している。 平成 1 0 年 度 以 降 、 典型的 な
性のあ り 方に関する指 導 は 具体的かつ強化 さ れていく
こ と が、 主に 『解説』 から う かがえる。 例え は 1 保
健体育」 で は 異性への恋愛から 「結 婚J 1生殖」 を つ
な げて教えるように なった。 1家庭j で は 夫婦や家族
の法律 を 取 り 上げた り 、 「特別活動j で は ア ン ケ ー ト
や イ ン タ ピ ュ ー な ど を用 い た り する な ど 、 具イ本的 な 指
導方法 を 示し た。 ま た 、 典型的 な '性のあ り 方 は 複数 の
教科及 び科目 と 関連づ け な が ら 指導するよ う に な っ て
いる。 具体的に 、 「 保健体育J 1 家 庭 J í特別 活動J
の 他 、 「公民科J 1 中学技術 ・ 家庭科J 1総合的 な 学
習 の 時 間 j 等 の教科及 び科目 をあげている3 こ のよ う
に 、 典 型 的 な 性のあ り 方が、 具体的 な 指導方法 を 用 い
て 、 複数 の 教科 及 び科 目 で教えら れる こ と で 、 生徒は
こ れ ま で以 上に理解 を 深めら れるだ ろう。 一方で、 、 典
型 的 な性のあ り 方 のみ を強調するほ ど、 そ れ以外の性
のあ り 方 は み え なく な っ て いく。

2 つ は 、 男 女二 元 論で構成さ れている こ と である。
学習指導要領に は 、 「男 女 J 1男 I 1 次j と い う 言葉
が多く使 わ れて いる。 し か し 、 男 女で分ける理由に つ
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いて は 、 昭和 45 年度、 53 年度に は 「男 女 の特性j で
説明 さ れてい た が、 半成元 年 度 以 降 は 説明 さ れ な い ま
ま 使 わ れている こ と がほ と ん どである。 例え ば、 「保

健体育」で は 、 今 日 ま で 白日 の 種目が男 女で分けら れ
ている。 説明の つ か な い 男 女別 の教育によって、 強い
ス ト レ ス を 受 ける生徒もいる だ ろ う 。 実際 、 性同 一件
障 害 の 人 が 、 学 校 時代に心 の 性に 該 当し な い 種目 を

円員制」 さ れて悩 ん だ と いう話もあるlül 男 ・ 女 と い
う ど ち ら かの性に 決め な い 人 ( X ジ ェ ン ダー な ど) も
同 様 だ ろう。 し かし 、 男 女二 元 論で悩 む の は性的マイ
ノ リ テ イ だ けに 限ら な い 。 男 女 二 元 論 を前提 と する教
育によ っ て 、 性 的 マ ジ ヨ リ テ ィ であ っ ても希望する教
育 を 受けられ な い かもしれず、 生徒の教育機会 を 制限
する こ と もあ り う る。 生徒 を 分 ける際 、 論理的に 説明
できる基準 と して生徒の希望 、 経験差等 があ り 、 男 女
と い う 性別以外にも種 々 考えら れる。 そもそも、 性の
あ り 方 は 多様で、ある ため、 何 を もって男 女 と するの か、
と L 寸 男 女 を わける基準もあい ま い であるc 学習指導
要 領 は 、 男 女に わ ける基準 を 説明し な い ま ま 、 男 女子二
言論の立場 を と っ て いる

( 2 )  I自己 と 他者の個性の尊重 と 理解J と 性
特に平成 1 0 年 度 以 降 、 『解説』 に は 「自 己Jや

「他者」のイ悶|生 の理解 と 尊重 、 「 多様j と いう言葉が
用 い ら れるよ う に なる。 本 稿 の 13 r家庭J の学習指
導 要領に みる性J 14  r特別活動J の学習 指導要領に
みる性J で述べ たように 、 「個性J 1 多様」 と いう言
葉 は 典型的 な性のあ り 方や性別 二 元 論 と と もに記 さ れ
ているため、 こ れら を 前提 と し た 「個性」 と 解釈 し て
いる と 考えら れるc ー方で、 典 型 的 な性のあ り 方 と 、
明 確に 関 連づ け な いものもあるc 例え ば、 平 成 20 年
度 の 「特別活動」 の ホ ー ム ル ー ム 活動領域の I ( 2 )  
適応 と 成長 及 び健康安全 イ 自 己 及 び他 者 の 個性の理
解 と 尊重」 の 一 部 を 以下に 引用する。

「自己の個性 を 見つめ、 そ れ を大切にしていく こ
と は 、 自尊感情 を 高め、 自己確 立や自己実現 を 図
るための;基盤 と なるの ま た 、 他者の 個 性 を 理解し
庄"、に尊重し合 う こ と は 、 自己理解 を 一層 深める
と と もに 、 豊 か な 人間関係 を は ぐく んでい く こ と
につ な がる。 と り わ け 、 情報が氾濫し価値観が多
様化している現代社会に お いて は 、 特に自分の存
在に価値 を 見 い だせず、 目標 を 見失 い が ち な 現代
の高校生 に と っ て、 自 己 及 び他者の個性 を 理解し
尊重していく こ と は重要 な 意味 を も っ ている。 J
i ll3 

性の 多様性 を 「個性」 と して と らえる こ と で 、 「特別
活動j の 中で取 り kげる こ と が 可 能に な り 、 さ ら に複
数の教科及 び科目 と 関連づける こ と もできる だ ろ う c
ま た 、 「 保健 体 育 J I家庭J I特別活動」の 『解説j
で は 「個性J 1 多燥」 とし、 う 言葉が多く使 わ れている



学習 指導要領 に お け る セ ク シ ュ ア リ テ ィ の解釈 と 歴史 (1)

も の の 、 典型的な性 の あ り 方 の 説明 に比べる と ほ と ん
ど 説 明 さ れ な い 傾 向 に あ る c そ の た め 、 「 例 性 j や
「 多様」 に つ い て授業者が解釈 し て い く こ と も 可 能で

あ ろ う 。

お わ り に

戦後以降 の高等学校の 「保健体育J I 家庭J I特別
活動」 の学習指導要領 を 用 い て 分析 し た 結果、 全期 間
を 通 じ て 典 型 的 な 性の あ り 方 の み が取 り 上 げ ら れ 、 男
女 二 元 論 で 構 成 さ れ て い る こ と を 示 し た の 特 に 平 成
10 年 度 以 降 、 具体的 な 指導方法が示 さ れ 、 こ れ ま で
以 上 に 複数の教科及 び科 目 と 関連づけ て 指導 し て い く
よ う に な っ た 。 こ の よ う な 指 導 に よ っ て 、 生徒は典型

的 な 性 の あ り 方 に つ い て よ り 理解 し や す く な る 一 方 で 、
性 的 マ イ ノ リ テ ィ の性 の あ り 方 に つ い て は み え に く く
な る と 考 え ら れ る o I は じ め に j で述べ た よ う に 、 文
部 科学省 は 、 20 1 5 年 4 月 に 性的 マ イ ノ リ テ ィ の 児童

生徒 に 対 し て 、 学校の相談体制 を 充実させる よ う に 通
知 を 出 し た 。 し か し 、 今 日 の カ リ キ ュ ラ ム に お い て 、
性的 マ イ ノ リ テ ィ の性の状態 は 存 在 し な い。 通知 は 性

的マ イ ノ リ テ イ の存在 を 認め て い る が、 カ リ キ ュ ラ ム
は み え な い 存 在 に し て い る と い う 点で 、 矛盾 し た 状況
に あ る c 性 的 マ イ ノ リ テ イ の児童生徒の 相 談体制 の 充
実 を は か る と と も に 、 今後 の学習指導要領の改訂時 に
性 の 多 様性 に 関 す る 内 容 を 取 り 入れ て い く 必要ーがあ る 。
た だ し 、 今 EI の 学 習 指 導 要 領 に お い て も 「個 性j や
「 多様」 と い う 言葉が多 く 使 わ れ て い る た め 、 性 の 多

機性 に 関 す る 授業の実施 は 可 能 で あ り 、 実際、 授業実
践 も 報告 さ れつ つ あ り \0-1 、 今後の取 り 組みが期待 さ れ
る l()50

今後 の カ リ キ ュ ラ ム の 見 直 し に む け て 、 残 さ れ た 謀
題 は 多 い。 今後の課題 と し て 、 ま ず 2 点 を あ げた い 。
l つ は 、 本稿で検討 し た 高等学校以外の学校種 に つ い
て も 同様 に 検討す る こ と で あ る 。 全 て の 学校種 を 検討
す る こ と で 、 小学校 か ら 中学校、 中 学校 か ら 高 等学校
と い う よ う に 、 段階的 な 教育内容 の検討が可能 に な る 。
2 つ は 、 教科書 に み る 性の記述の検討であ る 。 教 科 書
の 検定基準の l つ に 「指導要領J があ る 。 そ れ を 超 え
る 内容 に つ い て は 、 発行者 ( 出 版会 社 や 著 者等 ) の 創
意 工 夫 に 任 さ れ て い る 。 つ ま り 、 教 科 書 は 「 指 導 要
領J を ふ ま え た う え で 、 独 自 の解釈がな さ れ て い る 。
実 際 、 「指導要領j に性的マ イ ノ リ テ ィ の状態 は 記 さ
れ な い の に も 関 わ ら ず 、 2003 年 度 以 降の 高 等 学 校 の

「家庭」 の教科書 の 一部 に性的マ イ ノ リ テ イ の 内容が
含 ま れ て い る こ と を 拙 稿 で示 し た 1060 教科書 に お け る
性の取 り 上 げ方 に つ い て 、 現状 に 加 え 歴 史的 に も 検討
し た し 、
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日主

1 :l普 茂智子、 伊藤菜子 「家 庭科 に お け る 性 に 関 す る 指
導の変遷 ( 1 ) 一戦後か ら 男 女 共修 開 始 ま で-J r 日
本家庭科教育学会誌.1 45 (3 ) 、 2002 年。 伊藤菜子 、
増茂智子 「家庭科 に お け る 性 に 関 す る 指導の変遷

( 2 ) 一男 女共修開始時か ら 現在 ま で一J r 日 本家庭
科教育学会誌j 4 5  (3 ) 、 2002 年 。 鶴 田 敦子 「 ジ ェ ン
ダ ー / セ ク シ ュ ア リ テ イ / 家 族 を め ぐ る 教科書j 浅井

泰夫 ら 編 『 ジ ェ ン ダ ー / セ ク シ ュ ア リ テ イ の教育 を 創
る パ y シ ン グ を 超 え る 知 の経験J 明 石警庖 、 2006
年。 河野銀子 「 カ リ キ ュ ラ ム の 諸相」 河野銀子、 j蕗 18
由美子編 『 教 育 社会 と ジ ェ ン ダ ー J 学 文 社 、 2014 年ハ
木村松子 「教材 と 教材解釈J r教育社会 と ジ、 エ ン
ダ ー 』 学文社、 2014 年。 田 中和 江 「 高等学校家庭科
教科書の ジ ェ ン ダ ー 視点 か ら の 分析J r教育学研究室
紀要 : r教育 と ジ ェ ン ダ ー J 研究.1 1 2 、 2015 年。 な
ど
2 間 代美江子氏 ( I学習指導要領の枠組み の 中 で 日 本
の性教 育 の 可 能性 を 考 え る J rSexua l i ty.l 65 ( 増

干IJ ) 、 20 1 4 年。 ) は 、 今後の性教育 を 考 え る た め に
今 日 の学習指導要領 よ り 性 に 関 す る 記述 を 整理 し た 。
著 者 ( 松尾 由 希子 「学校教育 と 社会 に お け る 性的 マ イ
ノ リ テ イ に 関 す る 言説研究一1 990 :4・以 降 の 教育 メ
デ イ ア と 新 聞 記事の 記述分析一J r静岡大学教育研
究.1 9 、 20 1 3 年 。 ) は 1990 年代以 降 の 高等学校家庭

の学習指導要領 及 び、教科書 を 題材 に 、 性的 マ イ ノ リ
テ イ に 関 す る 言説 に つ い て 検討 し t.:. o
3 電通 夕、 イ パ ー シ テ ィ - ラ ボ は 2015 年 4 月 に 、 全国
約 7 万人 に 行 な っ た イ ン タ ー ネ ッ ト 調査の結果 を 発表
し た c そ の調 査 で 、 性的マ イ ノ リ テ ィ の割 合 は 、
7. 6% と 報告 さ れ て い る 。

Ident suJ 

ht t p : //www. dent su. co. j p/news/re l ease/201 5/0423 

004032 . html  20 16 年 l 月 2 日 閲 覧

4 r いの ち リ ス ベ ク ト c、 ホ ワ イ ト リ ボ ン ・ キ ャ ン ペ ー
ン 調査J ( 201 3 年 ) に よ る と 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の
児章生徒がい じ め を 受 け た 経験 は 68 % に の ぼ り 、 こ
の う ち 72 % が l 年以 上 に わ た っ て い じ め ら れ た と い
う o ( r性的少数者の 7 割 い じ め ら れ た経験J r朝 日
新聞 (朝刊 ) j 2014 年 5 月 8 [3 掲載。 )

弓 嶋根卓 也、 日 高康晴、 松崎良美 「 イ ン タ ー ネ ッ ト に
よ る MSN の HIV 感染予防 に 関 す る 行動疫学研究 l
( REACH On l i ne2( 1 1 ) 厚生労働 科学研究費補助金エ イ

ズ 対策研究事業 rHIV 感染 予防対 策 の 個 別 施策層 を 対
象 に し た イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る モ ニ タ リ ン グ調査 ・ 認
知l行動理論 に よ る 予 防介入 と 多職種対 人援助職 に よ る
支援体制構築 に 関 す る 研究 ( 研究代表者 日 高康 晴 ) J 

( r子成 23 年度総括 ・ 分担研究報奇書.1 201 2 年 ) な
どっ



松尾 由希子

" 題材 と し て 用 い た 「試案J r指導要領」 は 、 学習指
準要領デー タ ベ ー ス 作成委員 会が作成 し た 「学習指導

要領 デー タ ベ ー ス J (20]tl 年 1 2 月 26 日 最新訂正)
を 参照 し た 。
「学習 指導要領デー タ ベ ー ス J

h t t p : //附w. n i er .  go. j p/gu i de l  i ne/ 2016 年 l 月 2

日 閲 覧
7 柴 田義松 『教育課程』 有斐閑 、 92 � 93 頁o
a 昭和 45 年度 ま で は 「 各教科以外の教育活動 | と い
う 科 目 名 だ っ た が、 本 稿 で は 「特別活動J と し て 取 り

扱 う 。
。 浅井春夫 『 セ ク シ ュ ア ル ・ ラ イ ツ 入 門一子 ど も の性
的 人権 と 性教育 の た め の 20 章J 十 月 舎 、 2000 年 、 33
� 34 頁 、 72 � 73 真。 南野知恵子代表編 者 『性 同 一性
障害の 医療 と 法一医療 ・ 看護 ・ 法律 ・ 教育 ・ 行政関係
者が知 っ て お き た い 課題 と 対応j メ デ イ カ 出版 、 2013

年 、 50 頁。 な ど
1O す で に拙稿 (前掲註 2 、 18 � 19 頁) で性的マ イ ノ
リ テ イ の 種類 に つ い て ま と め て い る た め 、 重複 を で き

る だ け避 け て 、 本稿 に 関係す る 内容 に つ い て 繋理、 補

足 し た い 3
1 1  佐藤拓司 「 イ ン タ ー セ ク シ ュ ア リ テ イ の医療倫理
問 題ーセ ッ ク ス と ジ ェ ン ダ ー の迷路 2J r医学哲学医

学倫理.1 ( 19 ) 、 2001 年 、 136 頁c
12 人間 の染色体は 、 44 本の常染色体 と xx (典型的 な
女性) ま た は XY (典型 的 な 男性) の合計 46 本 の 染色
体で で き て い る と い わ れ る が、 な か に は xo の 女性

( タ ー ナ ー 症候群。 お よ そ 3000 人 に l 人) や XXY ま
た は XXXY の 男 性 ( ク ラ イ ン フ ェ ル タ ー 症候群。 お よ
そ 500 人 に l 人) 、 l 人 の 人の細胞に xo と xx が存在
す る 場合 、 xo ・ XY . XXY の 3 種類が存在す る 場合 も 報
告 さ れ て い る 。 (伊藤悟 ・ 虎 井 ま さ 衛編 『多様 な

「性」 が わ か る 本j 高文研、 2002 年 、 178 資 、 192
頁。 )
13 向上書、 192 頁。
1.1 前掲註 1 r教育社会 と ジ ェ ン ダ ー 』 、 4 頁。
! � 明示 的 な カ リ キ ュ ラ ム に つ い て は 、 前 掲 註 1 参照。
隠 れ た カ リ キ ュ ラ ム に つ い て は 、 木村j息子 『学校文化

と ジ ェ ン ダ - .1 勤草書房、 1999 年。 木村涼子、 小玉
亮子 『教育/家族 を ジ ェ ン ダ ー で語れば』 白 津社 、
2005 年 。 藤 田 由美子 『子 ど も の ジ ェ ン ダ ー 構築一幼
稚 悶 ・ 保 育 閣 の エ ス ノ グ ラ フ ィ 』 ハ ー ベ ス ト 社 、 2015
年 。 な と。
1 (:' 麻生 命枝 『科学でわ か る 男 と 女 に な る し く みJ ソ
フ ト パ ン ク ク リ エ イ テ イ プ株式会社 、 201 1 年 、 30 �
31 頁。
1 ， 薬師実芳、 笹原 千奈未、 古堂達也、 小 川 奈津己

fLGBT つ て な ん だろ う ? ーか ら だの性 ・ こ こ ろ の
性 ・ 好 き に な る 性』 合 同 出 版 、 2014 年 、 12 頁。
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同 性 同 ・ 性障 害 は 、 医学 的 な 疾患 名 で あ る 。 一 方 で 、
自 ら の体 と 心 の 性 に 違和感 を 持 ち な が ら 、 性別適合手
術 を 強 く 望 ま な い 人 も い る 。 こ の よ う に 態様が 人 に

よ っ て 異 な る た め 、 性向 A性障害 を 含 め て ト ラ ン ス
ジ ェ ン ダ ー と 総称す る 人 も い る ( 佐倉智美 『性向一性
障害の社会学j 現代 書館、 2006 年。 な ど) ( 本稿で
は 、 文部科学省 の通知 な どで 「性向 一性障害」 と い う
言葉が使 わ れ て い る た め 、 便宜的 に 「性向一性障害J
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